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１．生成ＡＩに関する政府等の動向



１．人工知能関連技術の研究開発及び活用の推進に関する法律関係の動向

• 人工知能戦略本部（第１回）資料２－１（https://www8.cao.go.jp/cstp/ai/ai_hq/1kai/shiryo2_1.pdf）より抜粋
4

ＡＩ基本計画⾻⼦（たたき台）︓全体構成

第１章 基本構想 〜「世界で最もＡＩを開発・活⽤しやすい国」を⽬指して〜
今こそ「反転攻勢」の好機、ＡＩを軸とした経済社会を構築する国家戦略を策定
⼈とＡＩが協働する「⼈間中⼼のＡＩ社会原則」を堅持、イノベーション促進とリスク対応を両⽴

第２章 施策についての基本的な⽅針
3原則︓イノベーション促進とリスク対応の両⽴、PDCAとアジャイル対応、内外⼀体の政策展開
4方針︓ＡＩを使う、ＡＩを創る、ＡＩの信頼性を⾼める、ＡＩと協働する

第３章 政府が総合的かつ計画的に講ずべき施策︓4方針に基づく施策集

第１節︓ＡＩ利活用の加速的推進︓政府で、あるいは社会課題解決のため、まず「使ってみる」
第２節︓ＡＩ開発⼒の戦略的強化︓信頼できるＡＩエコシステムを国内で構築、海外にも展開
第３節︓ＡＩガバナンスの主導︓PDCAサイクルを絶えず回し適正性を確保、国際協調も主導
第４節︓ＡＩ社会に向けた継続的変⾰︓産業、雇用、社会への影響を能動的に検証・対応

第４章 施策を政府が総合的かつ計画的に推進するために必要な事項
推進体制の構築（例︓規制改⾰推進室、デジタル庁などとの連携）、基本計画は当⾯毎年変更

＜今後のスケジュール（想定）＞

2025年９⽉12⽇

９⽉19⽇

以降 
2025年 年内⽬途

第１回ＡＩ戦略本部会合の開催、専⾨調査会の設置

専⾨調査会における検討の開始（第１回会合開催）

ＡＩ基本計画案の検討

ＡＩ戦略本部会合への報告、閣議決定



今後のAI基本法関係検討事項について

１．⼈⼯知能基本計画（ＡＩ基本計画）の策定

２．ＡＩ法に基づく適正性確保に関する指針の整備

３．その他

第１回ＡＩ戦略本部会合の開催、専⾨調査会の設置

専⾨調査会における検討の開始（第１回会合開催）

ＡＩに関する指針案の検討

ＡＩ戦略本部会合への報告

第１回ＡＩ戦略本部会合の開催、専⾨調査会の設置

専⾨調査会における検討の開始（第１回会合開催）

ＡＩ基本計画案の検討

ＡＩ戦略本部会合への報告、閣議決定

• ＡＩ法に基づく調査研究等については、このたびの「性的なディープフェイクを生成するＡＩ」及び「雇用（採用・

⼈事評価等）におけるＡＩ活用」の調査結果や専⾨調査会での検討を踏まえつつ、企業等におけるＡＩの活

用実態や事例、ＡＩ開発企業における安全性向上対策、国民の権利利益を侵害する案件の実態等、必要な

調査等を行っていく。

2025年９⽉12⽇

９⽉19⽇
以降

年内⽬途

2025年９⽉12⽇

９⽉19⽇
以降

年内⽬途

5• 人工知能戦略本部（第１回）資料３－１（https://www8.cao.go.jp/cstp/ai/ai_hq/1kai/shiryo3_1.pdf）より抜粋



6• 人工知能戦略本部（第１回）資料２－３（https://www8.cao.go.jp/cstp/ai/ai_hq/1kai/shiryo2_3.pdf）より抜粋



AI事業者ガイドラインの概要

⚫ 「AIに関する暫定的な論点整理」（2023年5⽉、AI戦略会議）を踏まえ、総務省及び経済産業省において検討を行い、
2024年4⽉に「AI事業者ガイドライン（第1.0版）」を策定・公表（第8回AI戦略会議に報告した上で、同⽇、公表）

⚫ 既存のガイドラインを統合・アップデートするとともに、広島AIプロセスの成果を含む国際的な動向等を反映

⚫ 共通の指針を示しつつ、AI開発者、提供者、利⽤者ごとに取り組むべき事項を整理

⚫ 本ガイドラインを活用し、事業者が適切なAIガバナンスを構築する等、自主的に取り組むことが重要

⚫ 最新の動向等を踏まえ、その後も引き続き更新（2024年11⽉に第1.01版、2025年3月に第1.1版に更新）

• 安全に利⽤可能なAIの使い⽅につい
て明確な方針・ガイダンスを設定

• 適切なデータで学習し、個⼈情報、
知的財産権やバイアス等に配慮

• 開発するAIについて、適切に関連する
ステークホルダーに情報提供

• イノベーションの機会創造への貢献に

期待 等  

• AI開発者が設定した範囲でAIを活用
し、AIシステム・サービスの利⽤上の
留意点を正しく定める

• AIシステム・サービスやデータに含まれる
バイアスやプライバシー侵害等への配
慮、脆弱性への対策を実施

• 提供するAIシステム・サービスについて、
適切に関連するステークホルダーに情報
提供 等

• AI提供者が定めた利用上の留意点
を遵守して、AI提供者が設計におい
て想定した範囲内でAIシステム・サー
ビスを利用

• 入出⼒データやプロンプトに含まれるバ
イアスやプライバシー侵害等への配慮

• 利用状況や障害情報等を、可能な
範囲で関連するステークホルダーに
説明 等

〇 各主体は、法の支配、⼈権、民主主義、多様性、公平公正な社会を尊重するようAIシステム・サービスを開発・提供・利用し、関連

法令及びAIに係る個別分野の既存法令等を遵守

〇 各主体が取り組むべき10個の指針（①人間中心、②安全性、③公平性、④プライバシー保護、⑤セキュリティ確保、⑥透明性、

⑦アカウンタビリティ、⑧教育・リテラシー、⑨公正競争確保、⑩イノベーション）を記載

〇 ⾼度なAIシステムに関係する事業者は、広島AIプロセス国際指針を遵守 等

AI開発者・提供者・利⽤者の共通の指針

AI開発者に関する事項 AI提供者に関する事項 AI利⽤者に関する事項

7



➢ AI開発者及び提供者における、AIに対する脅威への技術的対策の在り方
➢ 上記対策の普及啓発の在り方

➢ 生成AIの社会実装が急速に進む中、AI のセキュリティ確保が重要な課題となっており、「デジタル社会の実現に向けた重点計画」（令和
７年6月13日閣議決定）では、総務省が、今年度末までに、生成AIとセキュリティのガイドラインを策定・公表することとされている。

➢ また、AIの安全安心な活用促進については、「AI 事業者ガイドライン」（総務省・経済産業省）に於いて「セキュリティ確保」が共通指
針の一つに位置付けられ、これを踏まえ、関係省庁・関係機関により構成される「AI セーフティインスティテュート(AISI) 」※が、AI に
対する脅威の特定等を行っている。

➢ 本分科会は、このような状況を踏まえ、「サイバーセキュリティタスクフォース」の下に開催される会合として、AI に対する脅威への技
術的対策について検討を行う。

背景・⽬的

主な検討事項

構成員（敬称略・50音順）

AIセキュリティ分科会（総務省）

令和７年９月  第１回分科会（以降、月１回程度の開催を想定）

令和７年12月頃 分科会とりまとめ

令和７年度内  総務省ガイドラインの公表

スケジュール

※ AIの安全安⼼な活用が促進されるよう 官民の取組を支援する機関。統合イノベーション戦略2024に基づきIPAに設置。

オブザーバ︓国家サイバー統括室、内閣府、デジタル庁、経済産業省、AISI

秋山 満昭 NTT株式会社 社会情報研究所 上席特別研究員
新井 悠 株式会社NTTデータグループ 技術革新統括本部

システム技術本部サイバーセキュリティ技術部
エグゼクティブ・セキュリティ・アナリスト

石川 朝久 東京海上ホールディングス株式会社
IT 企画部サイバーセキュリティグループ
Distinguished Cyber Security Architect

篠田 佳奈 株式会社BLUE 代表取締役

高橋 健志 NICTサイバーセキュリティ研究所
AIセキュリティ研究センター 研究センター長

北條 孝佳 西村あさひ法律事務所・外国法共同事業
パートナー弁護士

披田野 清良 株式会社KDDI 総合研究所 セキュリティ部門 
エキスパート

森 達哉 早稲田大学 理工学術院 教授

エイシー

※以上に加えて、AI開発者・提供者の構成員を調整中

• サイバーセキュリティタスクフォース（第47回）資料47－4 https://www.soumu.go.jp/main_content/001028034.pdfより抜粋 8



● スケジュール（案）

日 程（案） 主 な 議 題（案）

令和６年12⽉24⽇
○ 本調査研究会の趣旨、⽬的

○ 今後の進め方（実態調査の内容等）

実態調査

令和７年１⽉22⽇
２⽉20⽇
３⽉27⽇

○ 国内事例を中⼼に、実態調査の状況を報告しつつ、
各テーマごとに議論、論点の整理

※実態調査の状況の報告に当たっては、必要に応じて関係者に
出席を求めることも想定。

４～６⽉頃
※おおむね⽉１回程度

○ 国外事例を中⼼に、実態調査の状況を報告しつつ、
各テーマごとに議論、論点の整理

※実態調査の状況の報告に当たっては、必要に応じて関係者に
出席を求めることも想定。

夏⽬途
○ 中間整理

※現時点における法制上の対応（ガイドライン等の整備を含む）の必要性（速やかに対応す
べき事項、将来の検討に委ねるべき事項）の振り分け、共通する留意事項の抽出などを想定

引き続き、国内外の事例に係る実態調査を進め、適宜中間整理等を行いつつ、継続的に検討

̞ άχϕΤʺ ᵰχ︡ ϒχ ᴂ τνΜο ᾠϬ ϥθϛʺ τᴂαο ᴥᵫ℗

◆ 現下における行政機関によるAI 利活用の実態を把握しつつ、AI の更なる利活用を前提とした
場合の行政通則法制の法的課題について、短期的～中長期的視野も含めて継続的に検討・整理す
る。

◆ 現行法令下における対応（運用）及び立法論（倫理に委ねるべきことと法制化すべき事項との仕分け

を含む。）について、総務省行政管理局所管法令関係事項を中心としつつ、幅広に議論
   ※ 主に機械学習型AIの利活用、今後の技術発展も見込んだ議論を想定

⁯ Ⱨ

～３月

⁯ᵰⱧ

４月～

פּ AI ךּ

• 行政通則法的観点からのAI利活用調査研究会（第１回）資料２ https://www.soumu.go.jp/main_content/000984029.pdfより抜粋9



AI利活用における民事責任の在り方に関する研究会（経済産業省）

• 第1回 AI利活用における民事責任の在り方に関する研究会 資料３ https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/ai_utilization_civil/pdf/001_03_00.pdf より抜粋

経産省においてAI利活用における民事責任のあり方に関する研究会を開催。（第１回 8/19）
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• AIセーフティ・インスティテュート（AISI）について（https://aisi.go.jp/assets/pdf/20250808_AISI_jp.pdf）より抜粋 11



AIセーフティに関する評価観点ガイド(第1.00版）

• AIセーフティに関する評価観点ガイド (第1.00版) https://aisi.go.jp/assets/pdf/ai_safety_eval_summary_v1.00_ja.pdfより抜粋
12



AIセーフティに関する評価観点ガイド（第1.10版の追記事項）

• AIセーフティに関する評価観点ガイド (第1.10版) https://aisi.go.jp/assets/pdf/ai_safety_eval_summary_v1.10_ja.pdfより抜粋 13



14

AIセーフティ評価のための評価ツールの公開

• 「AIセーフティ評価のための評価ツールをOSSとして公開」https://aisi.go.jp/output/output_information/250912/ より抜粋 14

AISIは、AIセーフティに関する評価観点ガイドに基づき、AIシステムのAIセーフティ評価を行うための評価ツールをオープンソースソフト
ウェア（OSS）として公開（2025年9⽉16⽇）。
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２．自治体における生成ＡＩ動向



• 令和6年度「地方自治体におけるAI・RPAの実証実験・導入状況等調査」の公表 https://www.soumu.go.jp/main_content/001018084.pdf （総務省）より抜粋 16

https://www.soumu.go.jp/main_content/001018084.pdf


• 令和6年度「地方自治体におけるAI・RPAの実証実験・導入状況等調査」の公表 https://www.soumu.go.jp/main_content/001018084.pdf   より抜粋 17



• 自治体におけるAIの利用に関するワーキンググループ 報告書概要 https://www.soumu.go.jp/main_content/001022759.pdf より抜粋 18
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• 東京都AI戦略 https://www.digitalservice.metro.tokyo.lg.jp/documents/d/digitalservice/ai-strategy より抜粋 19



凡例

都民利用 職員利用都民向け 職員利用内部業務向け

• 東京都AI戦略 https://www.digitalservice.metro.tokyo.lg.jp/documents/d/digitalservice/ai-strategy をもとに作成

῝ 5 ꞊ Ӫ

参考）P.19 AI利活用に当たって留意すべき事項

“行政においては、特に、都民・事業者の方々から

信頼と共感を得るという観点が重要であり、

利活用に当たっては、「透明性」と「公平性」を常に

留意しながら進めていくことが求められます。”

Ằ AI ᶨ ―
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３．諸外国の規制・ガバナンス動向
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諸外国における政府のAI調達利⽤ルールとの比較

※ カナダの政府横断のガバナンスについては、上記のような規範的な記載はあるものの、具体的な体制やCAIO等の役割の言及がないため、“具体的な規定なし"としている

評価軸
国名

日本 アメリカ イギリス カナダ※ オーストラリア シンガポール

【組織体制】
政府横断のガバナンス等

各省ごとにCAIOを置き、利用す
る生成AIを把握。
各省は、リスクの⾼い生成AIの
利用についてアドバイザリーボード
と協議の上判断

各省庁でCAIOの任命・省庁AI
ガバナンスボードの設置・CAIO
協議会の開催の定めがある。
CAIOを核として省庁内連携によ
る効果的なAI調達の促進やAI
調達に係る情報や知見を省庁
間で共有することが求められてい
る

共同で問題を解決する場として、
既存の政府横断AIコミュニティを
活用することを推奨。省庁間連
携、ベストプラクティスの共有を実
施。

政府機関による生成AIツールの
責任ある利用のため「FASTER」
原則*を整理
*Fair(公正性)、Accountable(説明責任)、
Secure(安全性)、Transparent(透明性)、
Educated(教育)、Relevant(関連性)

各省にてAIに関して、
Accountable Officialsを設置。
⾼リスク案件の報告、
最新動向の把握や省庁間の窓
口を担う

政府機関がAIに係るプロジェクト
を開始する際、政府内の専⾨機
関にサポートをもらうことが記載さ
れている

【企画時】
生成AIのリスクについての

規定・整理※1

各省は、リスクレベルについて、
ガイドラインが示す利用範囲・扱
うデータの機密性等の観点から
判断

各府省はHigh-Impact AIかど
うかの判定をする。その出⼒が、
法的、重要な、拘束⼒のある、ま
たは権利や行動に重大な影響を
及ぼす決定や行動の主要な根
拠となる場合、AIは影響⼒が大
きいと判断

AI影響度評価によるリスクの特
定・軽減を実施。
重要決定時や設計変更時にも
再評価

プロジェクトのリスクを4段階で評
価する基準（AIA）を整備。当
該評価をプロジェクトの設計フェー
ズ開始前までに完了させることを
要求

リスクマトリクスを用いてリスク評価
を行いつつ、最終判断は各省庁
で実施。⾼リスクAIの場合、報
告を義務化

【調達時】
調達時のチェック項⽬の

整理

調達時の確認事項（例︓入出
⼒データ等の適切な管理、有害
情報の出⼒制御等）について整
理。
各省が利用ケースに照らして、実
際に確認する事項を判断

連邦政府調達における米国製
AIの重要性を取り上げている。
各府省は要件と契約条件を明
確化するために、⽬的・業務上の
効果・システム要件・技術性能
等に基づくベンダー評価を強く奨
励されている

調達時の検討事項10点（ガバ
ナンスやデータ保護の計画等）と
フェーズ別（企画、公募、評価
選定、契約・継続管理）の留意
事を整理

開発・調達時に事業の影響評
価を実施することとしており、評価
項⽬についても整理

契約時に考慮すべき観点を5つ
（AIの倫理原則、明確な説明責任、
データの透明性、情報資産へのアクセス、

AIのパフォーマンステスト）に整理。AI
技術の急速な変化によるリスクへ
の対応等を求める。また、AI調
達契約書の参考テンプレートを
公開（任意使用）

調達について政府内の専⾨機関
が相談を受付。汎用的な既存
行政AIサービスの優先検討を求
めつつ、政府認定企業の製品や
サービスからも選択可能。

【運用時】
リスクケース・インシデントへ

の対応ルール

リスクケース発生時の対応事項に
ついて整理。
提供者がインシデントの内容や
行う対応等について、AI統括責
任者及びアドバイザリーボードに
報告。

リスクケース・インシデントへの対
応ルールの明記はなし。ただ、AI
の性能が適切なレベルに達してい
ない場合の使用の中止を求める
規定が存在

起こり得るAIのサイバーセキュリ
ティ事象とインシデント事象につい
て整理の上、対応計画の策定を
義務化

【凡例】 規定あり
規定あり

（限定的）
具体的な
規定なし
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/֩ ?Gץᴟᴪᵍᴈᴸᵄ֩ Ngjj_p G8 ?aacjcp_rc ?G
Gllmt_rgml
• ԏ֣ ֥ ֩ Pckmtc Pcb R_nc _lb Mlcpmsq
Pcesj_rgml

• ?Gו ֚֒ ֳ֩ Gltcqr gl ?G+Cl_`jcb Qagclac
• ?G ᴄᴈᴊᴗᴱ֩ש֩ @sgjb _l ?G Ct_js_rgmlq Camqwqrck
• ֦Ԍԓ׆?G ֩ ?aacjcp_rc ?G ?bmnrgml gl Emtcplkclr
• ֦Ԍԓ׆?G ֩ Bpgtc ?bmnrgml md ?G ugrfgl rfc
Bcn_prkclr md Bcdclqc

• Ԍ֮׃ ֩?Gץᴟᴪᵍᴈᴸᵄ֩ Npmrcar Amkkcpag_j _lb
Emtcplkclr ?G Gllmt_rgmlq

0֩ וᵄᴦᴺץG?֩ױᴲᴻף ׆֔ Ngjj_p GG8 @sgjb ?kcpga_l
?G Gldp_qrpsarspc
• ?Gץᵄᴈᴘᵄᴙ ֦Ԍԓ׆ ֩ Npmkmrc K_rspc
Dcbcp_j A_n_agrw dmp ?G Glagbclr Pcqnmlqc

1֩ ?G ֣ ו ׆֔ Ngjj_p GGG8 Jc_b gl
Glrcpl_rgml_j ?G Bgnjmk_aw _lb Qcaspgrw
• וG?֩ױᴲᴻף ֿᴢᵍᴙᴛᵍ ֳ Cvnmpr ?kcpga_l ?G rm
?jjgcq _lb N_prlcpq

• ?GGᴘᴼ֦Ԍԓ׆ ᴻᴊᴀ ֦ԌԆ֡ Ԏ
֦ ֟ Clqspc rf_r rfc S,Q, Emtcplkclr gq _r rfc Dmpcdpmlr md
Ct_js_rgle L_rgml_j Qcaspgrw Pgqiq gl Dpmlrgcp Kmbcjq

6, ֣ ֦ וᴄᵄᴌᵄᴆᴊ׆֔ ֒ӄ ֩
ו Ӆ׆֔

ו ֒ӄ ֩ ו ֒ӄ ӄ ӄ
֣Ԇ֚֞ ֦Ԍԓ׆ ֩ ֣ ו ֒ӄ?G֦ ׆֔
ӄ ӄ ו Ԋ֚ וֺ Ӆ׆֔

7, ֪?G֩ ו ִ֔ԏ֢Ԅ׆Ӆ
֩ ֪ӄ?G֩ ᴡᴛᵄᴊ֦ԌԆ֡ײ֣ ԍ֟ ֥
ו Ԇӄ ӄ ӄ ֥֤֩ ᴆᵍᴤᴊ֦Ԍԓ׆ ֩ Ԇ?G
֩ ו ֒ӄ ֥ ᵌ ו Ӆ׆ԏ֢Ԅִ׆֔ ֦ӄ
ԛׇׄ֩?Gᴈᴊᴗᴱ֩ᴌ׳ᴶᴻᴗופ ֦ ֒ӄ ֿᴎᴦᴙרק
ף ֥֤֩ ו ִ֔ԏ֢Ԅ׆Ӆᴘᵍᴐ֣ᴨᴺץᴡᴈᵍ
֩ ו ֦ ֒ӄᴙᴽᵍᴜᵄᴁᴘᵍᴐ֩ ԍ֟ Ԅ׆ ו

֦ ֒ӄᴘᵍᴐ֩ᴄᵄᴨᴺףץᵄᴊ ᵍᴨᵄ֥װ֣ ו
֢ ֒ӄ ֣ᴆᵍᴤᴊᴽᴪᴼ֩ ו Ӆ׆ԏ֢Ԅִ׆

/., ?Gᴌ׳ᴶᴻᴗײפᴡᴛᵄᴊו Ӆ׆֔
?Gᴻᴊᴀ ו ֦ ֒ӄ ו ֚֞ ᵌ ו ֒ӄ ԑ
ԝׇ֚ᴌ׳ᴶᴻᴗײפᴡᴛᵄᴊᴦᴽᵍᴱᵀᵍᴀו Ӆ׆֔ ᵌ

ו ֒ӄ?Gᴻᴊᴀᴗᴊᴙᵌ ᴈᴊᴗᴱו ֒ӄ ֩
֣ ᴲױᴜᴋᴱו Ӆ׆֔ ᴪᴊᴙᴨᴺᴀᴗפᴊו
ᵍᴱ֩תᵍᴨᵄᴨᴺᴔᴙᴦװּ֚֩׆֔ ו ֒ӄ?Gᴌ׳ᴶᴻ

ᴗײפᴡᴛᵄᴊ֦Ԍԓ׆ ᴁᴾᵍᴡᴼו ֢ Ӆ׆֔

■AI行動計画※2

正式名称︓America’s AI Action Plan
発表年⽉⽇︓2025年7⽉23⽇

■AIグローバルガバナンス行動計画※3

正式名称︓⼈⼯智能全球治理行 划（全文）
発表年⽉⽇︓2025年7⽉26⽇

※1 政府のAI利活用に関する記載を抜粋している。また、日本語訳は参考情報としての訳である。 

※2 frrnq8--uuu,ufgrcfmsqc,emt-un+amlrclr-snjm_bq-0.03-.5-?kcpga_q+?G+?argml+Nj_l,nbd
ȣ1frrnq8--uuu,emt,al-w_mucl-jgc`g_m-0.03.5-amlrclr]5.11707,frk 23
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https://www.gov.cn/yaowen/liebiao/202507/content_7033929.htm
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※1 AIシステムの特性によっては複数のリスクに該当する場合がある

※2 ハイリスクのAIシステムには、「リスク管理システム」「データガバナンス」「技術文書、ログ管理」「透明性」「人による監視」「サイバーセキュリティ」などの観点で定められた要求事項の遵守を求めている

※3 汎用AIモデルとは、AIモデルが大規模に大量のデータで自己教師あり学習される場合を含め、大きな汎用性を示し、モデルが市場に投入される方法に関係なく広範で異なるタスクを有能に実行することができ、様々な川下のシステム又はアプリケーションに統合すること

ができるAIモデル

※4 https://digital-strategy.ec.europa.eu/en/policies/contents-code-gpai

4つのリスクレベルを設けたリスクベースアプローチ※1 汎用AIモデル提供者に対する義務※3

ᾖ Ứ♁

AI

Ṱ ︢
̞

Ṱ ︢

ᾢ

AI

AI
• 高影響が想定

• モデルのトレーニングに使

用される計算量が

10^25 FLOPs

など

• 技術文書の作成及び更新

•  汎用AIモデルをAIシステムに統合する提供者向けの情報・文書

の作成、更新及び提供

• 著作権法を遵守するためのポリシーの実行

•  汎用AIモデルの学習に使用したコンテンツに関する十分に詳細な

要約の作成及び公開

• 域内代理人の指名

（上記に加えて）

• モデル評価の実施

• EUレベルでのシステミックリスクの評価及び軽減

• 深刻なインシデント及びそれに対する是正措置のAIオフィスへの

報告

• 適切なレベルのサイバーセキュリティ保護

汎用AIモデルは他のAIシステムに組み込まれて使用される可能性が高いため、汎用AI

モデルを提供するプロバイダーにはさまざまな義務が課せられます。

また、汎用AIモデルの中でも一定の条件を満たすAIモデルは、システミックリスクを有す

る汎用AIモデルと分類され、より厳しい要件への対応が求められます。

Ω ᾢ

ᾢ

人の生命や基本的人権に対

して、直接的に脅威をもたらす

と考えられるAIシステム

人の健康や安全、基本的人

権、または社会的／経済的な

利益に影響を与える可能性が

あるAIシステム

深刻なリスクはないが、透明性

に関する特定の要件を満たす

必要があるAIシステム

リスクがごくわずか、またはリス

クを伴わないAIシステム

2025年7月10日、「汎用AIの行動規範」※4が公開されています。（次ページ詳細）

①透明性、②著作権、③安全性・セキュリティの3つの章で構成されていますが、行動規

範に関しての法的義務はありません。
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• モデル文書の作成及び最新状態の維持

• 関連情報の提供

• 情報の品質、完全性、セキュリティの確保

• 著作権ポリシーの作成、最新状態の維持、実装

• Ucを̀クロールする際、合法的にアクセス可能な著作権保

護コンテンツのみを複製および抽出

• Ucを̀クロールする際、権利留保の識別と遵守

• 著作権侵害のおそれのある出力のリスク低減

• 連絡窓口の設置及び苦情の受付

⌠ᾂ

■安全性・セキュリティの枠組み

• フレームワークの作成

• フレームワークの実装

• フレームワークの更新

• フレームワークの通知

■システミックリスクの特定

• システミックリスク特定プロセス

• システミックリスクのシナリオ

■システミックリスクの分析

• モデルに依存しない情報

• モデル評価

• システミックリスクモデリング

• システミックリスクの推定

• 市販後のモニタリング

■システミックリスクの受容可否の決定

• システミックリスクの受容基準と受容決定

• システムリスクの受容判断に基づく続行可

否の決定

• 適切な安全対策

• セキュリティゴール

• 適切なセキュリティ低減策

■安全性とセキュリティのモデルレポート

• モデルの説明と動作

• 続行の理由

• システムリスクの特定、分析、低減に関す

る文書化

• 外部レポート

• システミックリスクに関する重大な変化

• モデルレポートの更新

• モデルレポートの通知

■システミックリスクに関する責任分担

• 責任の明確な定義

• リソースの適切な割り当て

• 健全なリスクカルチャーの醸成

■重大インシデントの報告

• 重大インシデントの特定方法

• 重大なインシデントの追跡、文書化、報

告に関連する情報

• 報告のタイムライン

• 保存期間

■追加の文書と透明性

• 追加の文書

• 公共の透明性

ӗ

■汎用AIの行動規範
正式名称︓The General-Purpose AI Code of Practice

発表年⽉⽇︓2025年7⽉10⽇
本規範は法的義務ではなく、任意のツールで、署名は任意。一方で、自主的に署名する企業はEU AI Actへの準拠を示し、行政負担の軽減、法的確実性の向上を享受できるとされている。

https://digital-strategy.ec.europa.eu/en/policies/contents-code-gpai 25
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４．民間でのユースケース・技術動向
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〇生成AIについて前向きな取組みをしている企業の割合（「導入している」「現在、試験利用をしている」「利用に向けて検討

を進めている」の割合の合計）は、米国では8割弱、ドイツでは7割弱となっているが、日本では5割弱にとどまっている。

〇日本は「関心はあるがまだ特に予定はない」と答えた企業が米国とドイツに比べて非常に多い。

AI ệˢὊ ᶓ ⁯ ˣ

• 「DX動向2025（データ集）」 https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/tbl5kb0000001mn2-att/dx-trend-data-collection-2025.pdf より抜粋

生成AIの導入状況（経年比較・国別）
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〇「個人や部署で試験利用している」「個人で業務利用している（文書作成やアイデア出しなど）」については3か国とも回答率が高い傾向

にあるが、「部署の業務プロセスに組み込まれている」については日本の回答選択率は低い。

〇「生成AIの効果やリスクに関する理解が不足している」「適切な利用を管理するためのルールや基準の作成が難しい」といったガバナンス面に

関する課題が3か国とも高い傾向にある。 「生成AIを活用できそうな業務がない」といった用途に関する課題は日本が米国とドイツに比べて

高い傾向にある。

AI ệˢὊ ᶓ ⁯ ˣ

生成AIの具体的な利用状況（国別） 生成AIを業務で活用する上での課題（国別）
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Gartnerによると、 2027年までに生成AIソリューションの40%がマルチモーダルになると予測。マルチモーダル生成AIは、オープンソースの大規模言

語モデル (LLM) とともに、「早期に採用することで顕著な競争優位性と市場投入までの期間短縮をもたらす可能性があるテクノロジ」として特

定されている。また、10年以内に主流の採用に達すると予測している生成AIイノベーションの中で、その可能性が最も高い2つのテクノロジとして、

ドメイン固有の生成AIモデルと自律エージェントを挙げている

AI 1s/2ˣ

2024年9月10日、Gartner、「生成AIのハイプ・サイクル：2024年」を発表 － 2027年までに生成AIソリューションの40%がマルチモーダルになると予測より図を引用

https://www.gartner.co.jp/ja/newsroom/press-releases/pr-20240910-genai-hc
https://www.gartner.co.jp/ja/newsroom/press-releases/pr-20240910-genai-hc
https://www.gartner.co.jp/ja/newsroom/press-releases/pr-20240910-genai-hc
https://www.gartner.co.jp/ja/newsroom/press-releases/pr-20240910-genai-hc
https://www.gartner.co.jp/ja/newsroom/press-releases/pr-20240910-genai-hc
https://www.gartner.co.jp/ja/newsroom/press-releases/pr-20240910-genai-hc
https://www.gartner.co.jp/ja/newsroom/press-releases/pr-20240910-genai-hc
https://www.gartner.co.jp/ja/newsroom/press-releases/pr-20240910-genai-hc
https://www.gartner.co.jp/ja/newsroom/press-releases/pr-20240910-genai-hc
https://www.gartner.co.jp/ja/newsroom/press-releases/pr-20240910-genai-hc
https://www.gartner.co.jp/ja/newsroom/press-releases/pr-20240910-genai-hc
https://www.gartner.co.jp/ja/newsroom/press-releases/pr-20240910-genai-hc
https://www.gartner.co.jp/ja/newsroom/press-releases/pr-20240910-genai-hc
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NICTの調査報告書（2025年3月）によると、ポスト生成AIとして、AIエージェント、身体性を伴う生成AI等の動向を挙げて

おり、前者については実用段階となっている旨言及されている

AI 2s/2ˣ

2025年3月31日, NICT, 生成AIに課する国内外動向等の調査報告書（www2.nict.go.jp/idi/common/pdf/2024-s-genAI.pdf）より抜粋

※ AIデータセンター、脳型AI等のハード面での動向も記載されていたところ、本紙ではソフト面での動向を取り上げている

ポスト生成AIの動向の例※

https://www2.nict.go.jp/idi/common/pdf/2024-s-genAI.pdf
https://www2.nict.go.jp/idi/common/pdf/2024-s-genAI.pdf
https://www2.nict.go.jp/idi/common/pdf/2024-s-genAI.pdf
https://www2.nict.go.jp/idi/common/pdf/2024-s-genAI.pdf
https://www2.nict.go.jp/idi/common/pdf/2024-s-genAI.pdf
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民間企業への調査の結果（2025年2月）、業界によって推進度合いは異なりコード生成や動画生成等のユースケースもみられ

ることが判明

ḧḼỘ  - Ộᵦ꞊ ἱΰ

PwC,生成AIに関する実態調査 2025春 5カ国比較 https://www.pwc.com/jp/ja/knowledge/thoughtleadership/generative-ai-survey2025.html よりデジタル庁作成

【民間企業における具体質問項目】

Q あなたが働く会社における、社内向けまたは社外向けの生成AI活用検討の推進度合いとして、最も当てはまるものをお答えください。

Q 生成AIを「既に活用している」「具体的な案件を推進中」「検討中」を選択した方にお伺いします。

現在検討されている（あるいは既に実現できている）生成AIのユースケースとして、当てはまるものをお答えください。

› Ộᵦ꞊ AI ᶨ ἱΰ ︠

‰
テクノロジー

通信

⚫ 新サービス提供などの新たなユースケース

の導入傾向も見られる

⚫ 新サービス提供

プログラムコード生成

小売

サービス/接客

運輸/物流

⚫ カスタマーサービスへの活用など、業界の

課題に沿ったユースケース構築が進んでい

ると推察

⚫ 動画生成

カスタマーサービス自動化

重工業/産業機械/家電

商社

化学

⚫ データ収集や企画アイデアなど、社内業

務の効率化を中心とした活用が進んでい

ると推察

⚫ データ収集・リサーチ

戦略、企画アイデア

建設/エンジニアリング

銀行/証券/保険/その他金融

⚫ 一部企業においてはユースケ－ス開発が

進められている

⚫ 文章執筆、資料作成

データ収集・リサーチ

https://www.pwc.com/jp/ja/knowledge/thoughtleadership/generative-ai-survey2025.html
https://www.pwc.com/jp/ja/knowledge/thoughtleadership/generative-ai-survey2025.html
https://www.pwc.com/jp/ja/knowledge/thoughtleadership/generative-ai-survey2025.html
https://www.pwc.com/jp/ja/knowledge/thoughtleadership/generative-ai-survey2025.html
https://www.pwc.com/jp/ja/knowledge/thoughtleadership/generative-ai-survey2025.html
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